
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
年
度 

  
第
三
十
九
回 

 

和
漢
比
較
文
学
会
大
会 

   

期
日 

 

九
月
二
十
七
日
（
日
）
～
十
月
四
日
（
日
）
…
…
…
…
理
事
会
・
総
会 

※
理
事
会
は
メ
ー
ル
審
議
に
て
行
い
ま
す
。 

※
総
会
の
決
議
は
葉
書
（
十
月
五
日
（
月
）
消
印
有
効
）
に
て
行
い
ま
す
。 

   

十
月
五
日
（
月
）
～
十
月
十
五
日
（
木
）
…
研
究
発
表
会
・
質
疑
応
答 

※
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
資
料
と
発
表
原
稿
閲
覧
と
質
疑
応
答
結
果
閲
覧
。 

   

共
催 

福
島
大
学
（
井
實
充
史
研
究
室
） 

    

連
絡
先 

〒
一
六
二
―
八
六
四
四 

東
京
都
新
宿
戸
山
一
の
二
十
四
の
一 

早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院 

池
澤
一
郎
研
究
室
内 

和
漢
比
較
文
学
会
事
務
局 

電
話 

〇
三
（
五
二
八
六
）
三
七
一
二 

 
E-mail: jimu-waseda@wakan-jpn.org 

（
学
会
事
務
局
） 

一
、
第
三
十
九
回
大
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
従
っ
て
、
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
内
容
を
告
示
す
る
も
の
で
、
記
載
し
た
発
表
順
に
関
わ
ら
ず
、

す
べ
て
同
時
に
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
掲
示
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

一
、
講
演
会
は
要
旨
を
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
げ
る
の
み
で
、
実
施
い
た
し
ま
せ
ん
。
内

容
に
つ
い
て
は
『
和
漢
比
較
文
学
』
第
六
十
六
号
に
掲
載
予
定
で
す
。 

一
、
研
究
発
表
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
ま
す
。
十
月
五
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
閲
覧
期

間
中
に
別
便
の
印
刷
物
（
学
会
員
宛
葉
書
）
に
記
さ
れ
た
パ
ス
ワ
ー
ド
（
取
り
扱
い
に

ご
留
意
く
だ
さ
い
）
を
使
っ
て
、
発
表
資
料
・
発
表
原
稿
を
ご
覧
に
な
り
、
ふ
る
っ
て

質
問
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

一
、
質
問
に
つ
い
て
は
質
疑
応
答
要
領
を
お
読
み
の
上
、
各
発
表
者
の
司
会
の
特
設
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
宛
に
、
十
月
五
日
～
七
日
ま
で
の
期
間
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

一
、
質
疑
応
答
の
内
容
も
ま
た
十
月
十
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
期
間
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
示
い
た
し
ま
す
の
で
、
右
と
同
じ
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
、
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
。 
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和
漢
比
較
文
学
会
第
三
十
九
回
大
会
の
お
知
ら
せ 

 
拝
啓 

 
会
員
の
皆
様
に
は
、
時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
こ
の
た
び
和
漢
比
較
文
学
会
第
三
十
九
回
大
会
を
、
福
島
大
学
（
井
實
充
史
研
究
室
）
と
の
共
催
に
て
、

ウ
ェ
ブ
開
催
で
実
施
い
た
し
ま
す
。
質
疑
へ
の
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

敬
具 

 
 

令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
八
月 

和
漢
比
較
文
学
会
事
務
局 

〒
一
六
二
―
八
六
四
四 

東
京
都
新
宿
戸
山
一
の
二
十
四
の
一 

早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院 

池
澤
一
郎
研
究
室
内 

℡
〇
三
（
五
二
八
六
）
三
七
一
二 

E-m
ail: jimu-waseda@wakan-jpn.org 

 

開
会
の
辞 ··········································································································································· 

事
務
局
長 

早
稲
田
大
学 

池
澤
一
郎 

共
催
校
ご
挨
拶 ······················································································································································ 

福
島
大
学 

井
實
充
史 

 

※
右
の
二
つ
の
ご
挨
拶
は
研
究
発
表
公
開
時
に
発
表
の
冒
頭
に
掲
示
予
定
で
す
。 

 

講
演
・
研
究
発
表 

 

講
演
会 

  

幕
末
・
明
治
期
の
会
津
・
福
島
と
漢
文
学
―
歴
史
資
料
と
し
て
の
漢
詩
文
の
意
義
― ······································· 

慶
應
義
塾
大
学
准
教
授 

合
山
林
太
郎
（
司
会
） 

  

広
沢
安
任
と
幕
末
明
治
―
漢
文
史
料
を
中
心
と
し
て
― ················································································ 

東
京
経
済
大
学
史
料
室
嘱
託 

友
田
昌
宏 

  

南
摩
羽
峰
の
幕
末
維
新
と
孝
明
天
皇
宸
翰
問
題 ················································································ 

実
践
女
子
大
学
短
期
大
学
部
名
誉
教
授 

小
林
修 

 

※
講
演
会
は
福
島
大
学
で
の
現
地
開
催
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

講
演
会
に
お
い
て
、
右
の
三
氏
が
話
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
内
容
は
、
学
会
の
機
関
誌
『
和
漢
比
較
文
学
』
第
六
十
六
号
に
掲
載
予
定
で
す
。 
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研
究
発
表
会 

※
二
〇
二
〇
年
十
月
五
日
～
十
五
日
ま
で
和
漢
比
較
文
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
。 

ご
質
問
、
ご
意
見
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
末
の
注
意
事
項
を
お
読
み
の
上
、
各
発
表
者
毎
に
、
左
記
の
各
司
会
者
宛
の
電
子
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

  
『
新
撰
万
葉
集
』「
蕭
郎
」
考 ··························································································································· 

倪
晨
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
生
） 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
滝
川
幸
司
（
大
阪
大
学
） 

 

司
会
：
北
山
円
正
（
神
戸
女
子
大
学
） 

w20f1@wakan-jpn.org  
  

大
江
匡
房
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
に
お
け
る
「
竜
女
」
―
『
本
朝
文
粋
』
と
の
比
較
を
通
し
て
― ····································· 

金
澤
真
美
（
筑
波
大
学
大
学
院
生
） 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
山
田
尚
子
（
成
城
大
学
） 

 

司
会
：
吉
原
浩
人
（
早
稲
田
大
学
） 

w20f2@wakan-jpn.org  
  

霊
地
の
起
源
伝
承
に
お
け
る
「
毒
龍
」
の
概
念
―
『
江
島
縁
起
』『
筥
根
山
縁
起
』
を
中
心
と
し
て
― ································ 

田
中
亜
美
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
生
） 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
中
根
千
絵
（
愛
知
県
立
大
学
） 

 

司
会
：
相
田
満
（
国
文
学
研
究
資
料
館
） 

w20f3@wakan-jpn.org 
  

林
羅
山
の
学
問
に
お
け
る
〈
模
擬
〉 ······················································································································ 

小
野
泰
央
（
中
央
大
学
） 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
鈴
木
健
一
（
学
習
院
大
学
） 

 

司
会
：
長
尾
直
茂
（
上
智
大
学
） 

w20f4@wakan-jpn.org  
  

森
川
許
六
『
和
訓
三
体
詩
』
の
「
詩
意
」
の
手
法 ······························································································ 

砂
田
歩
（
上
智
大
学
大
学
院
生
） 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
深
澤
眞
二
（
東
洋
文
庫
） 

 

司
会
：
塚
越
義
幸
（
國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学
）w20f5@wakan-jpn.org  

  

漢
文
学
の
影
響
と
俳
諧
性
（
見
立
）
か
ら
見
た
与
謝
蕪
村
の
発
句
の
特
徴 ···································································· 

山
口
莉
慧
（
苫
小
牧
駒
澤
大
学
） 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
清
登
典
子
（
筑
波
大
学
） 

 

司
会
：
安
保
博
史
（
群
馬
県
立
女
子
大
学
） 

w20f6@wakan-jpn.org 
  

広
瀬
旭
荘
に
お
け
る
詠
史······················································································································· 

森
隆
夫
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
生
） 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
新
稲
法
子
（
佛
教
大
学
） 

 

司
会
：
福
島
理
子
（
帝
塚
山
学
院
大
学
） 

w20f7@wakan-jpn.org 
  

会
津
磐
梯
山
噴
火
と
新
聞
文
芸
―
―
新
聞
漢
詩
と
新
聞
小
説
―
― ········································································ 

松
葉
友
惟
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
生
） 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
合
山
林
太
郎
（
慶
應
義
塾
大
学
） 

 

司
会
：
福
井
辰
彦
（
上
智
大
学
） 

w20f8@wakan-jpn.org 
  

暗
喩
と
し
て
の
日
輪
と
虹
と
雲
―
韋
軒
・
弘
毅
斎
・
羽
峰
の
漢
詩
唱
和
― ·········································································· 

池
澤
一
郎
（
早
稲
田
大
学
） 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
福
井
辰
彦
（
上
智
大
学
） 

 

司
会
：
合
山
林
太
郎
（
慶
應
義
塾
大
学
） 

w20f9@wakan-jpn.org 

mailto:w20f1@wakan-jpn.org
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mailto:w20f7@wakan-jpn.org
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閉
会
の
辞 ········································································································································ 

代
表
理
事 

早
稲
田
大
学 

河
野
貴
美
子 

※
閉
会
の
辞
は
質
疑
応
答
公
開
と
同
時
に
掲
載
予
定
で
す
。 

 
総
会 

※
総
会
の
決
議
は
葉
書
に
よ
っ
て
行
な
い
ま
す
。
会
期
中
に
集
計
を
完
了
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
た
め
、
十
月
五
日
（
月
）
消
印
迄
有
効
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

※
第
三
十
九
回
和
漢
比
較
文
学
会
研
究
発
表
会
、
質
疑
応
答
参
加
に
際
し
て
の
注
意
事
項 

 

ご
意
見
、
ご
質
問
は
、
別
便
（
大
会
総
会
開
催
通
知
往
復
葉
書
）
で
会
員
に
通
知
さ
れ
た
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
発
表
資
料
、
発
表
原
稿
と
司
会
に
よ
る
リ
ー
ド
文
、
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
に
よ
る
附
記
等
を
閲
覧
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
発
表
内
容
に
関
連
の
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。 

 

著
作
権
問
題
等
へ
の
配
慮
の
た
め
、
こ
れ
ら
発
表
資
料
・
発
表
原
稿
等
は
印
刷
や
、
文
書
の
コ
ピ
ー
＆
ペ
ー
ス
ト
を
不
可
に
設
定
し
て
あ
り
ま
す
。
質
疑
に
際
し
て
必
要
な

文
章
入
力
は
質
問
さ
れ
る
方
に
お
い
て
適
宜
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

ご
意
見
、
ご
質
問
を
出
さ
れ
る
に
際
し
て
は
、
会
期
中
に
開
設
さ
れ
る
各
司
会
者
の
特
設
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
宛
に
て
、
ご
所
属
と
お
名
前
を
明
記
の
上
、
三
〇
〇
字
以

内
に
ま
と
め
、
文
字
化
け
を
防
ぐ
た
め
、
ワ
ー
ド
フ
ァ
イ
ル
で
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
一
人
の
発
表
者
に
つ
き
、
一
問
に
限
り
ま
す
。 

 

司
会
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
、
事
務
局
の
判
断
に
よ
り
、
回
答
が
難
し
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
発
表
者
か
ら
の
お
答
え
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。 

     



 

 


